若干の契丹文字の解読 by 山路 廣明
等
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
っ
て
解
読
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
に
わ
か
っ
て
い
る
約
二
百
五
十
数
字
中
契
丹
(6) (5)、(4)
製
字
方
法
を
示
し
た
原
本
ー
ー
＇
こ
れ
は
金
の
朝
廷
に
も
伝
わ
っ
た
ー
が
発
見
さ
れ
な
い
。
大
多
数
の
学
者
・
研
究
家
が
契
丹
語
・
文
字
に
蒙
古
語
を
当
て
は
め
て
解
こ
う
と
し
て
い
る
。
華
夷
訳
語
中
に
契
丹
訳
語
が
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
。
(3) 
不
完
全
な
も
の
、
あ
る
い
は
小
さ
い
も
の
で
も
嘆
契
対
訳
の
辞
書
が
発
見
さ
れ
な
い
。
②
対
訳
の
漠
文
と
契
丹
原
文
と
の
一
致
点
が
少
な
い
。
①
発
見
資
料
が
少
な
い
。
（
注
1
)
契
丹
文
字
は
、
内
外
の
学
者
や
研
究
家
達
が
永
年
に
亘
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
っ
て
研
究
し
、
ま
た
音
価
と
し
て
音
読
を
発
表
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
幾
多
の
疑
問
は
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
読
が
難
行
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
弓I
若
干
の
論
契
丹
文
字
の
解
読
山
路
廣
明
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鯰
脅
翌
苔
却
主
莉
梵
絲
却
洲
語
a
m
b
a
に
対
比
す
る
。
大
金
皇
弟
都
統
経
略
郎
君
行
記
大
字
と
称
ば
れ
る
意
字
は
と
も
か
く
、
契
丹
小
字
即
ち
音
字
は
少
な
く
と
も
三
十
字
の
正
確
な
音
読
が
発
見
さ
れ
れ
ば
契
丹
語
の
解
読
は
従
来
、
解
読
の
対
象
に
と
り
扱
わ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
漢
文
と
対
照
し
て
比
較
的
対
応
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
人
名
、
日
附
等
で
あ
っ
て
、
研
究
は
常
に
本
文
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
い
る
に
止
り
、
本
文
の
中
へ
は
容
易
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
羅
福
成
（注
2
)
氏
が
漢
字
を
当
て
は
め
た
箇
所
が
か
な
り
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
厳
密
な
意
味
で
の
解
読
と
は
言
い
難
い
。
略
号
を
次
の
よ
う
に
し
、
そ
れ
ら
の
記
号
の
次
に
掲
げ
た
数
字
を
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
行
数
を
示
す
も
の
と
し
た
。
宣
郊
皇
后
哀
冊
文
道
宗
皇
帝
哀
冊
文
若
干
の
契
丹
文
字
の
解
説
本
項
で
は
、
こ
れ
と
は
別
の
観
点
か
ら
、
直
ち
に
進
行
す
る
の
で
あ
る
。
c
 
B
 
A 
の
音
読
一
、
二
の
文
字
に
つ
い
て
解
読
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
便
宜
上
資
料
の
契
丹
文
字
〈
＊
〉
及
び
〈
~
〉
又
及
(
A
10)
（
B
1
、
5
、
9
、
16
、
21
、22、
28
)
は
漠
文
と
の
対
照
に
よ
る
一
文
例
よ
り
〈
大
〉
を
意
味
し
、
蒙
古
語
yehe、
満
（契
B
1
)
- 21-
（
道
宗
）
ば
北
及
(
B
4
)
は
〈
巳
（
十
二
支
の
）
〉
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
蒙
古
語
m
o
G
a
i
、
る。
用
不
巫
廿
豹
(
A
1
8
)
令
廿
矢
(
B
3
3
)
え
未
廿
中
(
B
7
)
え
未
廿
及
内
(
A
2
7
)
↓
八
平
十
疾
(
A
2
9
)
キ
用
十
及
ぶ
(
B
1
9
)
キ
廿
及
内
(
A
1
9
)
キ
水
升
火
(
B
9
)
キ
廿
冬
大
(
C
2
)
今
分
廿
約
(
A
9
)
丸
ギ
廿
土
天
(
B
2
5
)
委
ヤ
北
こ
の
両
者
よ
り
へ
及
〉
に
は
h
e
の
音
を
、
〈
和
一
方
〈
廿
〉
字
の
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
A
、
B
、
C
の
中
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
令
廿
平
文
(
A
7
.
2
4
)
（
B
3
4
)
t夫
占
(
A
1
4
)
（
B
1
6
)
元
千
廿
火
(
B
1
4
、
24)
尖
今
十
欠
(
B
3
6
)
布
廿
及
比
(
B
1
0
)
キ
廿
及
九
(
A
4
)
（
B
5
)
キ
サ
平
立
刃
キ
(
B
2
2
)
河
キ
廿
武
(
A
2
7
)
（
B
1
1
)
企
ル
廿
及
内
(
B
2
7
)
今
分
古
貫
夭
(
A
2
2
)
小
廿
約
(
A
9
)
安
心
廿
ギ
到
仁
聖
(
B
2
5
)
 
大
孝
文
皇
帝
哀
冊
(
A
5
)
（
B
2
3
、
26)
文
（
漠
B
1
)
満
洲
語
m
e
i
h
e
に
対
比
す
〉
に
は
i
あ
る
い
は
y
i
の
音
を
当
て
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
o
- 22 -
大
人
化
廿
予
列
杏
永
廿
刃
矢
匹
廿
及
此
朋
ホ
廿
豹
死
冬
廿
及
内
出
木
升
凡
又
生
委
廿
平
到
(
B
2
6
)
公
サ
土
ホ
化
廿
失
(
B
1
8
)
ホ
化
廿
欠
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
〈
サ
〉
は
常
に
語
間
に
お
か
れ
、
語
頭
、
語
尾
に
く
る
例
を
見
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
字
が
機
能
語
尾
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
後
へ
く
る
文
字
〈
及
〉
h
e
が
軟
母
音
を
持
つ
軟
字
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
〈
朽
サ
及
社
〉
(
B
1
0
)
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
〈
奇
〉
は
契
丹
文
で
は
(
A
1
、
4
、
21)
に
あ
る
〈
大
姿
二
E
〉
の
中
の
と
な
る
か
ら
〈
奇
〉
は
e
j
e
n
〈
君
主
〉
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
〈
百
ヤ
及
和
〉
の
語
尾
に
あ
る
〈
ー
及
丸
〉
は
、
今
生
及
比
史
及
北
奇
廿
及
九
公
及
比
百
及
比
文
字
で
、
て
た
。
(2) 
若
干
の
契
丹
文
字
の
解
説
(
B
1
2
、
21)
(
B
1
0
)
 
(
A
6
)
（
B
7
、
10
、
33)
「
遼
史
国
語
解
」
列
伝
に
「
芯
里
礎
遼
皇
后
之
称
」
と
あ
り
、
漠
音
は
t̂
e,li
,c
h
ie
n
で
あ
る
が
、
契
丹
音
で
は
te
li'
e
je
n
①
満
蒙
語
が
語
頭
へ
く
る
こ
と
を
嫌
う
音
で
あ
る
と
と
も
に
、
(
A
1
9
)
 
(
A
2
6
)
 
(
B
3
4
)
 
(
B
1
2
)
 
(
B
2
8
)
 
(
B
1
8
)
 
(
B
1
4
)
 
(
B
2
2
)
 
(
B
3
2
)
 
(
B
1
8
)
 
こ
の
文
字
も
軟
字
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
le
の
音
を
当
- 23-
l
已
i
ー↓
雨
い
Yu
ー↓
内
bi
゜
了
ial．．
 
1
,
．
-
<
．
'
、
ィ
ー
·
r
.
I
‘
!
—
i
_
’
Y
ー
―
ー
意
味
の
関
係
音
の
関
係
字
形
の
関
係
契
丹
文
字
内
（
比
）
-bi 
ー
し
た
女
真
文
字
内
（唸）
（注
4
)
ー
↓
已
i
l
直
yul
市
ha
゜
了
lja
f
’_.
,
 
．．
 
＇、
：ー
.
.
.
 
,＇
、
1•• 
,＇ー
．
9
．
 
ー
・
1
意
味
の
関
係
音
の
関
係
字
形
の
関
係
-ha 
ー
し
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
〈
内
〉
字
は
b
i
の
訓
み
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
こ
れ
は
過
去
の
終
止
形
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
語
尾
に
き
て
も
語
頭
へ
く
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
文
法
的
な
変
化
詞
と
考
え
ら
れ
る。
し
た
が
っ
て
〈
百
サ
及
九
〉
は
eje
n'le
,
 
h
e
i
と
読
ま
れ
、
〈
君
主
に
な
っ
た
（と
こ
ろ
の
）
〉
を
意
味
す
る。
次
に
〈
内
〉
字
は
常
に
一
語
の
末
尾
に
お
か
れ
、
元
＊
廿
及
内
(
A
27
)
今
＇
る
及
内
(
A
2
1
)
（B
1
4
)
企
化
サ
互
内
(
B
27
)
キ
サ
及
内
(
A
1
9
)
充
委
廿
及
内
(
A
1
7
)
穴
及
内
(
A
1
2
)
（B
27)
円
史
及
内
(
A
1
3
)
土
及
内
(
C
5
)
の
諸
例
が
見
ら
れ
る
が
、
(
C
5
)
の
例
の
よ
う
に
〈
土
及
内
〉
は
文
の
末
尾
に
あ
る
。
〈I
及
丸
〉
の
示
す
過
去
の
連
体
形
と
相
関
聯
し
て
る。
し
か
も
そ
の
製
字
方
法
と
し
て
は
、
女
真
文
字
の
場
合
と
対
照
し
て
次
の
形
式
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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契
丹
文
字
の
製
字
方
法
が
、
女
真
文
字
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
祖
命
希
手
撰
本
国
字
希
手
乃
依
倣
漠
人
楷
字
因
契
丹
字
製
度
合
本
国
語
製
女
真
字
…
」
と
あ
る
の
に
一
致
し
、
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
但
し
本
項
で
は
上
の
例
と
説
明
と
を
前
後
し
て
書
い
た
。
本
来
な
ら
ば
女
真
文
字
が
契
丹
文
字
の
製
字
方
法
に
倣
っ
て
、
後
に
漠
字
か
ら
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
契
丹
文
字
の
方
を
先
に
書
く
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
帰
納
法
を
応
用
し
て
説
明
し
た
た
め
に
順
序
を
前
後
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
次
に
〈
キ
廿
及
九
〉
福
陵
へ
遷
さ
れ
た
の
が
乾
統
元
年
(
―
1
0
I
)
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
時
の
経
過
を
あ
ら
わ
す
の
に
、
日
附
の
前
に
ヘ
キ
廿
及
比
＞
〈
キ
ャ
及
九
〉
は
契
・
殺
両
哀
冊
文
の
対
照
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
〈
乾
統
〉
を
意
味
す
る
年
号
で
は
な
〈
キ
＇
〉
は
れ
、
そ
の
意
味
は
〈
I
年
に
な
っ
た
（
と
こ
ろ
の
）
〉
と
な
り
摸
碑
(
B
4
、
5
)
の
如
く
同
年
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
漢
語
＋
機
能
語
尾
十
文
法
語
尾
（
動
詞
）
の
形
の
例
は
し
ば
し
ば
女
真
語
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
丹
語
の
哀
冊
二
種
及
び
郎
君
行
記
を
見
る
と
、
文
中
に
変
化
詞
を
見
出
だ
す
が
、
そ
の
中
に
単
字
と
複
字
と
が
あ
る
。
そ
の
単
字
を
若
千
の
契
丹
文
字
の
解
読
こ
ろ
の
）
〉
の
意
味
と
な
る
。
契
丹
語
の
助
詞
に
つ
い
て
く
、
実
は
動
詞
の
変
化
形
で
、
〈
年
、
歳
〉
を
滋
味
し
、
右
の
考
証
を
基
に
す
れ
ば
、
を
用
い
た
の
で
あ
る
o
(
A
4
)
（B
5
)
に
つ
い
て
、
〈
年
号
が
改
ま
っ
た
（
と
「
書
史
会
要
」
巻
之
八
、
丁
二
、
(
A
4
)
で
は
宣
郊
皇
后
が
崩
御
さ
れ
た
一
0
七
五
年
が
大
康
元
年
で
あ
り
、
永
こ
れ
に
女
真
音
の
s
e
を
当
て
は
め
れ
ば
s
e
,
 
le
 ,
 
h
e
i
 
と
読
ま
金
完
顔
希
手
に
「
太
-25-
(3) (2) 
ー
心
は
艇
々
ー
ゑ
如
、
ー
沢
如
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
助
詞
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
、
塁
'
4
(
A
2
、
B
2
)
‘
来
9
如
（A
9
)
、
大
中
(
B
2
)
、
令
ふ
(
A
1
7
)
‘
介
如
(
A
1
9
)
袴
そ
の
用
例
が
少
な
い
た
め
、
助
詞
か
否
か
は
今
後
の
研
究
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
—
ホ
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
字
は
漠
訳
と
の
対
照
に
よ
り
、
意
味
の
明
ら
か
な
キ
＇
布
(
A
3、
1
1)
（B
4
、
1
3
、
3
4
)〈
年
的
〉
、
仁
及
杓
布
(
B
3
1
)
〈
塑
的
〉
及
び
主
至
布
(
B
1
)
〈皇
帝
的
〉
に
よ
り
、
〈
…
之
〉
あ
る
い
は
〈
． 
的
〉
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
但
し
、
〈
‘
几
布
〉
は
そ
れ
自
体
〈
哀
〉
を
意
味
す
る
名
詞
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
〈
木
｀
(1) 
寸
(
A
2
2
)
、
可
ぶ
＾
拾
っ
て
み
る
と、
牛
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
名
詞
と
見
倣
さ
れ
る
語
に
附
着
し
て
い
る
た
め
、
助
詞
あ
る
い
は
後
置
詞
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
ー
又
34
、
35
、
37
)
〈
哀
之
〉
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
意
味
不
明
で
は
あ
る
が
、
今
え
た
当
J
(
B
1
5
、
30
、
36)
と
今
＇
又
‘
几
又
(
B
12
)
が
あ
り
、
こ
の
両
語
の
比
較
に
よ
り
、
語
幹
は
今
支
九
で
あ
る
か
ら
語
尾
の
支
は
助
詞
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
他
の
例
を
採
れ
ば
、
穴
安
(
B
2
0
)
に
対
し
穴
土
文
(
B
29
)
（
C
5
)
〈冬
的
〉
が
あ
り
、
到
丸
(
A
2
8
)
に
対
し
別
丸
ゑ
(
B
36)
、
方
キ
(
A
1
0
)
（B
9
、
16
、
18
)
に
対
し
て
方
キ
'
3〈
(
B
5
)
が
あ
り
、
士
ノ
壬
'
(
B
2
2
)
に
対
し
士
ノ
＊
芍
(
A
4
)
、
(
B
1
0
、
22)
に
対
し
可
布
(
A
1
5
)
、
可
丈
(
A
1
0
、
17
、
1
9
)
(
B
1
3
、
28
、
34)
が
あ
る。
J
の
字
は
意
味
の
明
白
な
語
中
の
も
の
と
し
て
は
、
見
倣
さ
れ
な
い
。
き
る
。
‘, 
|
ょ
、
ー
又
、
ー
当
、
ー
布
、
ー
姿
‘
ー
公
元
力
丈
〉
（A
1
、
23
、
25
、
26
、
27
、
29
)
(
B
1
、
こ
れ
ら
の
ー‘3
 
23ヽ
 
〉
は
助
詞
と
は
- 26 -
若
干
の
契
丹
文
字
の
解
読
⑥
ー
公
J
の
字
の
用
例
は
六
券
・
石
公
於
、
子
"
y
u
ー
↓
基
字
と
な
っ
て
い
る
。
(
B
2
1
)
 
例
よ
り
、
文
貧
Yu
|
↓
谷
、
谷
(
A
1
)
の
一
っ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
奇
は
女
真
語
の
禾
de 
は
助
詞
を
示
す
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
し
か
も
凡
布
文
（
厄
然
）
e
je
n
 
(
B
3
5
)
と
オ
入
人
（A
7
)
(
A
9
、
12
、
15
)
（B
9
、
の
'
n
g
g
e
,
,
 
n
g
g
a
の
よ
う
に
純
然
た
る
所
有
格
で
は
な
い
が
、
名
詞
の
語
尾
に
附
着
し
て
形
容
詞
の
働
き
を
さ
せ
る
附
着
詞
に
相
当
し
、
そ
の
音
も
'
g
e
で
あ
る
と
思
う
0
④
ー
＂
会
こ
の
字
も
用
例
が
多
い
。
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
委
茶
(
B
1
2
)
史
各
与
(
A
5
、
12)
今
巫
丹
(
A
3
、
5
、
14)
（B
4
、
31)
-〈歳
次
の
次
〉
に
対
し
今
水
丙
今
(
B
9
)
主
九
(
B
1
4
)
、
主
几`
谷
(
B
2
9
)
、
オ
奈
(
A
2
2
)
と
＊
条
谷
(
A
1
0
)
、
仕
ゑ
豹
(
A
1
2
)
（B
1
、
5
、
20
、
23
、
26
、
32)
〈
聖
〉
と
仁
え
殻
人
(
A
1
1
)
（B
1
0
、
15)
、
水
丙
刃
当
(
A
4
)
、
巫
丙
刃
癸
(
B
5
)
、
奇
於
13
、
16
、
26)
と
同
谷
会
(
B
1
8
)
、
公
企
(
A
1
6
)
（B
2
9
、
34)
と
公
企
入
(
(
A
1
7
)
、
オ
木
等
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
字
は
助
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
字
の
音
読
に
つ
い
て
は
、
末
夭
委
谷
中
(
B
1
、
5
)
を
遼
史
国
語
解
に
は
〈
得
失
得
本
孝
也
〉
と
あ
り
、
〈
得
失
得
本
〉
は
一
に
〈
赤
色
得
本
〉
と
も
〈
赤
是
得
本
〉
と
も
あ
る
。
そ
れ
故
尽
一
に
は
d
e
の
音
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
d
e
を
有
す
る
満
洲
語
の
助
詞
の
意
味
が
〈
子
…
〉
で
あ
る
か
ら
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
製
字
方
法
は
次
の
如
く
漢
字
が
音
の
関
係
字
形
の
関
係
よ
り
〈
…
的、
・・
・
之
〉
を
意
味
し
、
恰
も
満
洲
語
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〈
主
主
〉
の
文
字
は
(
B
5
、
15
)
見
に
え
て
お
り
、
ま
た
(
B
1
)
に
は
〈
主
至
木
〉
と
な
っ
て
い
る。
こ
れ
ら
は
漠
文
と
の
対
照
に
よ
り
、
前
者
は
〈
皇
帝
〉
を
、
後
者
は
〈
皇
帝
之
〉
を
意
味
す
る
か
ら
、
必
然
的
に
〈
木
r
〉
は
〈
之
、
的〉
を
あ
ら
わ
す
助
詞
で
い
る
が
、
私
は
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
思
う
°
何
故
な
ら
ば
、
〈
可
汗
〉
と
は
突
猥
皇
帝
の
称
で
あ
り
、
若
し
れ
は
当
然
一
語
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
文
字
を
書
く
上
に
切
り
離
す
こ
と
は
な
く
、
必
ず
〈
拝
-
〉
と
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
し、
ま
た
そ
れ
に
助
詞
を
付
娑
は
〈
蛭
力
〉
と
な
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
両
者
が
切
離
さ
れ
て
書
か
れ
て
あ
る
以
上
、
こ
の
語
は
欧
語
の
〈
皇
帝
〉
の
転
写
で
あ
り
、
q
a
,
 
ra
n
と
訓
む
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
訓
み
は
〈
主
他
方
〈
可
汗
〉
が
契
丹
皇
帝
の
称
で
あ
る
と
し
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
四
〈主
王
〉
s
u
m
e
で
〈
廟
〉
を
意
味
し
て
い
る
。
(6) 
に
対
比
し
、
の
音
読
こ
れ
に
則
し
て
〈
主
〉
を
q
a
、
I
皇〉
h
u
w
a
n
、
〈
呈
〈
主
〉
を
q
a
 ,
 an
 I
帝〉
d
i
で
な
と
す
れ
ば
、
こ
ra
n
と
す
る
説
が
行
な
わ
れ
て
(
A
l
)
の
文
脈
か
ら
こ
の
助
詞
の
意
味
は
木
2
と
同
じ
く
〈
的
、
之
〉
で
あ
る
。
ー
当
こ
の
字
は
や
は
り
用
例
が
多
く
、
如
火
与
(
A
5
、
12
)
と
史
尖
尽
人
(
B
2
)
、
ゑ
屯
ゥ
ヘ
(
B
1
4
)
と
え
中
沢
七
「
(
A
5
)
、
さ
E
方
文
(
B
24
)
と
き
尚
井
当
(
B
16
)、
牛
毛
沢
谷
(
A
2
5
)
（
B
6
)
と
年
土
こ
i
ハ
考
(
B
2
8
)
、
氏
沢
＂
人
(
A
10
)
と
六
只
当
(
B
19
)
等
と
の
対
比
に
よ
り、
助
詞
と
考
え
ら
れ
、
殊
に
今
仕
当
T
(
B
5
)
は
文
脈
上
か
ら
〈
於
廟
〉
を
意
味
し
(
C
2
)
、
〈
於
…
〉
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
音
読
は
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
〈
今
’
仕
〉
は
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注
5
注
4
注
3
注
2
注
1
若
干
の
契
丹
文
字
の
解
読
は
大
体
綴
読
み
で
あ
り
、
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
契
丹
文
字
の
年
目
を
推
定
す
る
際
に
私
は
〈
秤
価
〉
と
い
う
―
i
.
＃
架
を
用
い
ず
、
〈
音
読
〉
ま
た
は
〈
訓
み
〉
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
契
丹
文
字
中
に
は
〈
出
〉
m
e
d
e
ri、
〈
出入
〉
m
uduri、
↑
否
〉
g
u
h
e
r
の
よ
う
に
一
字
の
中
に
多
綴
の
音
を
含
む
意
字
羅
福
成
「
遼
陵
石
刻
集
録
」
上
・
下
康
徳
元
年
本
項
に
お
い
て
、
私
は
契
丹
文
字
を
便
宜
上
哀
冊
文
そ
の
他
に
あ
る
よ
う
な
合
成
体
と
は
せ
ず
、
山
路
広
明
「
女
真
文
字
の
製
字
に
関
す
る
研
究
」
一
九
五
八
年
°
山
路
広
明
「
契
丹
・
女
其
の
言
語
と
文
字
お
よ
び
そ
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
史
似
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
十
九
冊
）
一
字
一
字
切
り
は
な
し
て
咎
い
た
°
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